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いわゆる ｢知識人｣ たちからは, ｢いや, それよ
りも母語としての日本語教育の充実を｣ といった
言い方による批判的な意見を聞くことが多いよう
である｡ (私の考えでは, 別に英語教育と日本語
教育を, 二者択一のものとして対立させる必要は
無いように思うのだが｡) これまでは確かに, そ
ういった知識人たちの言うように ｢日本はそういっ
た英語を使わざるを得ない国々とは事情が違うか
ら, 日本人の場合は, 実用的な英語はできないま
までいいんだ｣ ということが, ある程度妥当な意
見として通用してきたわけだが, 今後の世界情勢
においても, 日本はこの考えでずっとやっていけ
るものかどうか, 非常に興味深いところである｡
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